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タイトル やさコレ

課題
・農家の減少
・お年寄りと若者の関わりが少ないこと

提案内容

・郡上市では年々お年寄りが増えている。しかし、お年寄りが増えているということはその分知識と経
験が豊富になっていると考えた。
・そこで地元の食材を使ったご飯をお年寄りの方と一緒に考えて小冊子を作ることを提案する。
・この小冊子は、ただ地元の食材を使った料理を考えるだけでなく、四季のそれぞれの旬の食材を使っ
た料理や、地域ごとに料理を考え、様々なパターンの小冊子を作る。
例）春 桜餅の葉、郡上の山菜、高鷲の春待ちにんじん
  夏 石徹白のとうもろこし、鮎、明宝のトマト
  秋 白鳥のサツマイモ、ほうれん草
  冬 高鷲の大根、石徹白の白菜
作った小冊子は各地の道の駅などの観光客が集まる場所に置く。
1回目の発表で利益が合わなくて農業を本業でやる人が減っており、それが農家の減少につながってい
るというアドバイスをもらったため、私たちの班では生産者を明確にしたり、地元の食材を食べること
による効果をポップで掲示したりして野菜の消費量を増やすことが農家の生産に利益が合うと考えた。

見込める
効果

これらを行うことで観光客や地元の人に農業への関心を持ってもらい農家の減少を抑えると共
にお年寄りの方と若者が関わる機会が生まれる事、郡上の農産物の価値を上げることが効果と
して見込めます。

自分で
行う活動

そして、この提案を実行するために自分たちが行う活動は三つあります。
一つ目は場所の提案、二つ目は小冊子の製作、三つ目は小冊子を宣伝するためのポップお製作
です。

協力者が
行う活動

協力者には次の二つの事を行っていただきたいです。
一つ目は道の駅などに小冊子、ポップを設置すること、二つ目は場所の確保です。
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タイトル ゆっくりしていってね‼アウトドアサウナ

課題

令和2年の宿泊者総数のグラフを見ていると、平成30年にかけて減いることがわかった。他に
も、年齢別人口の資料を見ていると0～14歳の人口が最も少なく、65歳以上の人口が多いこと
が分かった。
これらのことから、今の郡上市は少子高齢化が進んでおりあまり若い人に郡上を知ってもらえ
ていないという課題が出る。さらに、若い人に郡上が知られていないということは、良さを理
解している人が少数に限られてくるため、せっかくの郡上の良さが薄れていっているという課
題もでる。

提案内容

郡上に若い人（主に郡上に帰ってくる大学生）を呼び、郡上の自然に対する良さを知ってもらう。
今、若い人やサウナ好きの方に人気のアウトドアサウナと郡上の川を組み合わせた「ゆっくりしていっ
てね‼アウトドアサウナ」を行う。郡上アウトドア協会やsnowパーク、郡上観光連盟にも協力を頼
んでみる。
アウトドアサウナをどのように行うか
❶まずは場所を確保し、事前に使用許可を郡上市に申請。
❷使用許可を貰ったら、川の横にサウナを設置する。サウナは、アウトドアサウナ用のテ       
                     ントを使用し、安全に行う。
❸サウナで十分暖まって貰ったら、川で泳いで涼んでもらう。
❹参加条件として、来て貰った若い人には、写真を撮ってインスタなどのSNSに投稿して拡散してもら
う。
時期は、大学生の人たちが夏休みや冬休みとして帰ってくる9月と12月、または1月行い、季節を変えて
行うことでインパクトを与える。
9月は夏のような暑さの中冷たい川で泳ぐことで、郡上の川の良さを知って興味を持ってもらう。冬
は、多く降る雪でサウナ後に涼んだりと、郡上の季節も味わってもらう。

見込める
効果

流行を取り入れることで若い人の興味を惹くことができ、郡上に興味を持てもらえる。
そして、一人でも将来郡上で暮らしてみたい、働いてみたいと言う人を増やせる。

自分で
行う活動

❶自然を守るために注意事項の看板制作
❷初日の参加者が必要なため、大学生に姉や兄がいる人たちで宣伝を頼む
❸釣りをする人との範囲わけ
❹郡上市民に事前にチラシを配ったり、ボランティアの募集をかけたりする

協力者が
行う活動

❶テントの組み立て・サウナの準備
❷場所の確保
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タイトル 奥美濃カレー×地産地消in郡上高校

課題
さまざまな県のご当地グルメは味の種類などが豊富であるが、郡上市の特産品は種類が少な
く郡上の魅力が伝えきれていないため、食を通しての郡上のよさが発信できていない。

提案内容

奥美濃カレー×郡上高校の飲むヨーグルト

この2つを組み合わせ、3人で試食をした。
<試食した感想）

一口目に酸味を感じて、だんだんとマイルドになった
甘酸っぱくてパンにも合いそう

味噌の味は残っている
少し入れるだけでもヨーグルトの味を感じるが、奥美濃カレー自体の邪魔はあまりし

ていない気がする
ヨーグルトの酸味が強い
カレーの色が気になる

市販のヨーグルトを同じように合わせると、分離してしまったり同じくらいの量では
入れても味の変化を感じることができなかった。

以上のことから郡上高校の飲むヨーグルトを使用することでカレー本来の美味しさを
保ちつつ、新しく魅力的な味の奥美濃カレーを作ることができる。

奥美濃カレーの新しい味を生み出し、SNSを利用して魅力をアピールする。

見込める
効果

郡上市を知らない人に来てもらうきっかけになり観光客の増加が期待できる。また、郡上高
校とコラボすることによって地産地消にも取り組むことができる。

自分で
行う活動

①郡上市の特産品やご当地グルメ調べ
②郡上高校で栽培している野菜や製造している食品の調査
③①で調べたご当地グルメに②で調べた食材・食品の中で合う
組み合わせを考え提案する。
④自分達でできる範囲での試作
⑤郡上高校のSNSを使って発信する。

協力者が
行う活動

①提案した組み合わせへのアドバイス
②試作の援助
③商品化への協力
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＜奥美濃カレー＞
味噌の味がしっかりしている
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タイトル 奥美濃カレー×地産地消in郡上高校
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タイトル さー！学ぼう自然についてwith年配の人々（物知リーズ）

課題
高齢化が進んでいること
物知リーズの方々は知識が多いのに家にいる方が多く、その知識を活かす機会がない。

提案内容

郡上の良いところは自然が豊かで新鮮な農産物が多いところと物知リーズの方々がたくさんい
るところなのでそれを活かし活動をする。

1・物知リーズの方々に山菜についての説明をしてもらう
2・グループに分かれ山菜採り
3・山菜の食べ方についての説明
4・あらかじめ調理しておいた山菜を食べる
対象者 子供が1～3人いる子供連れの家族
参加料金 大人1人1500円 子供1人700円

見込める
効果

1つ目、物知リーズの方々の自然の知識が自分達にもつくことにより郡上の自然に興味を持ってもらえる。
2つ目、家族参加できるため広い世代に郡上の自然について知ってもらえ、自然の良さを後世に伝えられる。
3つ目、自然にあまり関わりのない人などが郡上の良さを知って移住してくれるかもしれないし、移住してもらえる
ことで少子化改善できる。

自分で
行う活動

・班員が各グループに入り、危険がないかを確認しながら活動
・自分の住んでいる地域の物知シリーズの方々に参加していただけるかのお願い

協力者が
行う活動

・山の提供者と物知リーズの方々を探しお願いする
・使う道具の提供
・市全体に活動についてのお知らせ
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タイトル ふるさとアドベンチャー

課題 ふるさと（郡上）の人口減少によって少子高齢化・過疎化が進み活気がない。

提案内容

１．開催時期：夏季
２．定員：２０名
３．場所：和良川公園オートキャンプ場
４．日程
   １日目 ①オリエンテーション（自己紹介）
       ②竹工作（竹を切りに行くところから始めます）
       ③昼食（流しそうめん）
       ④川遊び（水鉄砲・魚とり）
       ⑤昆虫採集の準備
       ⑥夕食（カレー・魚）
       ⑦郡上鍾乳洞肝試し
       ⑧キャンプファイヤー

   ２日目 ①昆虫採集
       ②朝食（いそパン）
       ③宝探し
       ④昼食（和良鮎試食）
       ⑤写真交流会（今回の体験を振り返りながら交流する）
       ⑥川のゴミ拾い

５．参加費 中学生以下       ５，０００円
      高校生（１６歳）以上 １０，０００円

見込める
効果

地域の方々と交流を深めることで、故郷のファンになってもらう。それにより、観光客や移
住者が増加と地域の活性化が期待できる。

自分で
行う活動

・SNSによる広報活動
・電話による各施設や協力店へのお願い
・活動に必要な道具の準備
・流しそうめんの準備
・肝試しの台本、計画

協力者が
行う活動

・地域の方々に参加いただき、共に活動していただくこと
・パン、竹（竹林）、鮎、炭、まき（キャンプファイヤー用）の提供
・食料の調達
・キャンプファイヤーの準備
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交流を深めることで、和良の良さ
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タイトル 　　　　　　　　　「　バッシャ∼∼ン‼シャワークライミング　」

課題

・子供の頃は郡上市で暮らしていても、大人になるにつれ、進学や就職などを原因に、郡上を
離れている人が多くなっていて、若い世代が減少しつつある（過疎化が進んでいる）
・年々ポイ捨てという問題が郡上市でも世界中でも頻繁に取り上げられ、生態系にも影響を及
ぼしている

提案内容

郡上に住む子供たちに郡上の自然の魅力を伝えるため、日本三代清流に登録されている長良川でシャ
ワークライミングを行う。
市役所などに協力してもらい、これまで行われてきた内容と一緒にならないよう、自分たちなりに工夫
を施し活動を行う。工夫を考える際には、『どれだけ子供たちに楽しんでもらえるか』、を重視する。

《当日の活動内容》

1，この活動を行う理由や課題，自然に着目した郡上の魅力について私たちからプレゼン
→プレゼンは小さい子向けに訂正する＋飽きてもらわないように5分以内に話す
2，シャワークライミングを実際に体験
3，あゆパークへ行き，あゆのつかみどりかあゆづり体験を行う
→つかみどりかあゆづりかは，あゆパークの方と検討する

見込める
効果

・郡上市民であり，まだ子供である私たち自身から郡上の課題や魅力を説明することで，説得
力が増し，子供目線に沿って活動を行うことができる。
・これからの未来を作る小さい子に郡上の良さを改めて説明することで，大人になった時に郡
上を離れたとしても，いつかは戻ってきてもらえるようなキッカケになる可能性がある。

自分で
行う活動

①宣伝用紙の作成
②当日の司会進行
③参加者のサポート
④当日の様子の写真を撮り，活動＋郡上の魅力をSNSや道の駅などを活用して発信する
→写真を撮っていいかの許可取り（親御さんや土地の所持者）

協力者が
行う活動

①場所の手配
②道具の準備
③指導者の手配
④あゆパークの方に協力要請
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タイトル グジョマップ

課題 郡上の魅力に郡上市民が気付けていない。また観光客が来るときに郡上の絶景を目的とする人が少ない。

提案内容

郡上市の魅力に気づいてもらうためフォトコンテストや映えポイントが明記されたマップを制作し配
布する。

郡上市民をターゲットにしたフォトコンテストを実施。
①誰もが郡上の魅力を気軽に発信できるよう、参加方法はハッシュタグをつけて投稿するだけにす
る。
②被写体に様々な条件をつけることで郡上に行く価値をつける。
③審査は審査員だけでなくリツート数やいいねの数も含める。そうすることでみんなが選んだ映えポ
イントになる。

郡上に来る観光客をターゲットにしたマップを制作、配布。
①フォトコンテストによって見つかった映えポイントをユニバーサルデザインや他言語に配慮した
マップを制作する。
②好評だったらシーズンごとなどに条件をつけて、観光客が郡上に来るようにする。にしたマップを
制作、配布。

③審査は審査員だけでなくリツート数やいいねの数も含める。そうすることでみんなが選ん
だ映えポイントになる。

見込める効
果

郡上市民が郡上の魅力に気づくことでUターン移住の人の増加が見込める。
また郡上の映えポイントを知った観光客がIターン移住をする。郡上の映えポイントを目的とした観光客の増加が見
込める。観光客が増加することで郡上の商業収入が増える。
商業収入が増えることで街が活性化する。

自分で
行う活動

①ユニバーサルデザインや多言語など利用者に配慮した映えマップのデザインの作成。
②郡上の映えポイントを見つけるフォトコンテストの運営協力、審査員。
③各イベントを既存の郡上市のアカウントを利用しSNS発信。また私たち個人のアカウントを利用し多くの方にこ
の活動を知ってもらう。
④発信する際は画像だけでなく動画も私たちが作成し発信。

協力者が
行う活動

①フォトコンテストの開催運営
②マップの制作、配置。
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タイトル 昆虫とジビエが地球を救う！？

課題 食料自給率が低い中での食品ロスの増加

提案内容

 郡上に多く生息する生き物として、野生動物と昆虫があります。そして、高たんぱく低脂
肪のジビエと、未来の栄養食として注目されている昆虫食を提供することで、健康的な体つ
くりと話題性から集客し、食品ロスについて考える機会としてもらう。

大滝鍾乳洞内にレストランを開設する
店名：僕らの昆虫・ジビエ料理店
期間：９月から１１月の間で限定１日
営業時間：１１時から１５時
食品ロスのPR：パンフレット配布、一家庭が出す１ヶ月の食品ロスの量（約１３ｋｇ）
       を見える形で展示

メニュー
  ローストディア（鹿肉） １，３００円
  こうろぎラーメン      ８００円
  猪ラーメン       １，０００円
  熊ラーメン       １，０００円
  カエルの唐揚げ       ７００円
  鹿肉のソテー        ７００円
  猪肉のソテー        ７００円
  昆虫の素揚げ        ５００円

見込める
効果

世界的な食糧難と日本の食料自給率について考え、食べ物を大切にする考えを啓発すること
で、食品ロスを減らす意識を高める。

自分で
行う活動

協力者を集める（ポスターやSNSなど）
料理の試作、試食
パンフレットの作成
接客

協力者が
行う活動

昆虫やジビエの調達と調理
安全管理責任者の資格
クラウドファンディングでの資金調達

2022年度 郡上の未来をつくるアイデアコンテスト 応募提案
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タイトル 魅力の発信で移住者ゲット！！！

課題
和良町の人口が２０年で３分の２なるペースで減少しており、２０４０年には約１０６６人
に、２０６０年には約７１０人まで減少する可能性がある。

提案内容

〇和良の良さをSNSを通じて発信することで、和良町に興味をもってもらう。
 ・主に鮎や蛍などの自然や祭りなどのイベントを発信する。
 ・子育て世代の移住者をターゲットに、住民の温かみや自然の中での育児の良さ（各
  年齢や季節における自然の中での遊び）を発信していく。
 ・リモート勤務が可能な職業の増加を見込み、リニヤ開通に伴って、東京（品川）ー
  和良町間が約２時間３０分で行き来でできることをアピールする。
 ・空き家活用や土地の価格が低いことをPRする。

見込める
効果

移住者を増やし、人口の減少に歯止めをかける。

自分で
行う活動

・企画提案
・SNSの運営
・被写体となる
・協力依頼（漁協など様々な機関や職業に対して）

協力者が
行う活動

  ・写真や動画を取る技術の提供・データ収集、分析・SNSの企画提案

2022年度 郡上の未来をつくるアイデアコンテスト 応募提案
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